
        カーボンニュートラル 達成状況報告書 

 

垣見油化が 1 年間の企業活動において使用したエネルギーにおけるカーボンニュー 

トラル達成状況をご報告します。 

垣見油化の自家用エネルギーの 1 年間の使用量は、電力 46 万 4 千ｋＷh（ＣＯ2 換算 

174.5 ㌧）、社員の通勤用も含むガソリンの使用量は 20.5kl（ＣＯ2 換算 47.6 ㌧）、 

自家用ＬＰガス 8.8ｔ（ＣＯ2 換算 26.4 ㌧）、自家用暖房用灯油は 1.6ｋｌ（ＣＯ2 換算 

4.0 ㌧）。以上の企業活動に伴うエネルギーの使用により発生したと思われる炭酸ガスの 

合計量は年間 252.5 ㌧です。 

 一方、垣見油化が所有する太陽光発電所により 1 年間に発電した総容量は、垣見ソーラー

パワー1 が年間 1018 千ｋＷｈ、瑞穂充填所 39.8 千ｋＷｈ、セルフ河辺 10.6 千ｋＷｈで、

合計発電量は 1068.4 千ｋＷｈ、ＣＯ２換算で 401.8 ㌧となり垣見油化のＣＯ２発生量 

252.5 ㌧を充分上回っております。 

以上のことから垣見油化の電力、ガス、石油品等の企業活動によって消費したエネルギー

においては、カーボンニュートラルの Scope1（事業者自らによる温室効果ガスの直接排出

(燃料の燃焼、工業プロセス)と Scope2  （ 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う

間接排出）は既にクリヤーしたと考えております。 

 今後は関連会社である、垣見興産、ジョイプランニング、多摩液化ガスも含め垣見油化 

グループの全体から出るＣＯ２のカーボンニュートラルの達成を目指す所存です。 

 


